
１．問題・目的

近年，家族関係や親の養育態度などと子

どもとの関係について注目が寄せられてお

り，様々な研究もなされている。しかし，

同じ「家族」という重要な枠組みでありな

がら，きょうだい関係についての研究は両

親と子どもについての研究に比べて少な

い。白佐（２００６）も，我が国において，家

族関係の研究では親子関係や夫婦関係と比

較してきょうだいに関する研究が少ないこ

とを指摘している。

きょうだいの存在は，個人の自己意識の

形成や自己評価に影響を及ぼし，対人関係

の基盤をなすものと考えられる。さらに言

えば，人生の各段階において，重要な意思

決定を行い，その将来を形成する上でも大

きな役割を果たすと言える。年齢段階によ

って，きょうだい関係やきょうだい意識は

どのように変化するか，また，それはどの

ような要因によって規定されるか，その心

理機制を捉えることが必要となる。

きょうだいの出生順位と性格について，

依田・深津（１９６３）は，二人きょうだい間

で比較をし，自制的・ひかえめ・人前に出

ることを嫌うという長子的性格，快活・甘

ったれ・知ったかぶりのような次子的性

格，面倒嫌い・恥ずかしがり・人前に出る

ことを嫌うという男子的性格及びおしゃべ

り・ひかえめ・親切のような女子的性格が

存在すると明らかにした。また，きょうだ

い構成が性格形成に影響を及ぼす理由は，

出生順位によって子どもへの養育者の関わ

り方と，出生順位に伴って生じるきょうだ

い間の相互作用のあり方が変化するからで

ある（福島，２０１０）。

我々は日常生活の多くの時間を，他者と

接しながら過ごしている。対人場面で，人

は時に緊張したり不安になったりといった

「対 人 不 安」を 感 じ る。松 尾・新 井

（１９９８）は児童を対象に，公的自己意識が

高く，しかも対人的自己効力感が低い者が

最も強い対人不安傾向を示すのではないか

という仮説について検討を試み，明確な支

持的証拠を得ている。ここで対人的自己効

力感とは，「対人的場面において適切な社

会的行動を遂行することが，どの程度自分

に可能かについての主観的な評価」（松

尾・新井，１９９８）と定義されているが，公

的自己意識が高く，対人的自己効力感が低

い，つまり他者からの目が気になり，自分

の社会的行動の遂行に自信の持てない子ど

もが，最も強い対人的不安傾向を示すとい

う結果が得られた。

このように，対人不安は誰にでも起こり

うるものであり，それを感じる強さに個人

差はあるものの，我々が生活していく上で
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切り離すことのできない感情であることか

ら，その発生メカニズムについては様々な

要因が関連していると思われる

そこで，本研究ではきょうだい構成（出

生順位・男女）及び欲しかったきょうだい

によって対人不安には差が存在するのか，

また，対人不安と自己顕示性についても関

係性があるのかを検討する。

なお，本研究では以下の仮説に基づいて

検討を行う。

１）自己顕示性が高いと対人不安は低く

なる。

２）兄・弟などの異性のきょうだいを欲

しい人ほど状況別対人不安は低くな

る。

２．方法

調査対象者 本大学の学生，３年生から４

年生の９９名を対象に行なった。

調査時期 ２０１２年６月

調査方法 調査は，質問紙を授業で配布

し，無記名による任意の回収とした。用

いた質問紙の内容は以下の通りである。

１）フェイスシート

学年・学科・現在のきょうだい構成・欲

しかったきょうだい（兄・姉・弟・妹）に

ついて，それぞれ尋ねた。

２）新性格検査

柳井・柏木・国生（１９８７）《自己顕示

性》を用いた。

項目は，計１０問からなり，３件法（「は

い」～「いいえ」）で，回答を求めた。各

下位尺度ごとに合計を算出し，得点が高い

ほど自己顕示性が高いことを示している。

３）状況別対人不安尺度

毛利・丹野（２００１）によって開発された

状況別対人不安を測定する尺度を用いた。

状況別対人不安を「発表・発言不安」，「親

しくはない相手不安」「異性への不安」「会

話のない不安」「目上への不安」の５領域

から捉える。発表発言不安８問，親しくは

ない相手不安８問，異性への不安５問，会

話のない不安５問，目上への不安４問，計

３０問からなり，４件法（「全く当てはまら

ない」～「非常に当てはまる」）で，回答

を求めた。本研究では，発表発言不安の項

目内で，対象者である大学生に当てはまら

ない質問を２問除外した計２８項目を使用し

た。なお，下位尺度ごとに算出した合計得

点を使用することはできるが，すべての得

点の総合得点は使用できない。さらに，得

点が高いほど状況別対人不安が高いことを

示している。

分析方法 分析には，統計ソフトSPSS

ver．１８を使用し，対人不安及び自己顕示

性の相関分析，欲しいきょうだい構成

（兄，姉，弟，妹）と対人不安及び自己

顕示性の平均値の差の検定（分散分析）

を行う。

倫理的配慮 質問紙に，質問紙の趣旨に関

する説明，卒業論文のみに回答を使用す

ることを明記した。

３．結果

１）対人不安及び自己顕示性の相関係数

「発表発言不安」と「親しくはない相手

不安」，「異性への不安」，「会話のない不

安」，「目上への不安」との間には比較的強

い正の相関が見られた（親しくはない相手

不 安r＝．５２８，p＜．０１，異 性 へ の 不 安r

＝．４１９，p＜．０１，会 話 の な い 不 安r
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＝．４４４，p＜．０１，目上への不安r＝．５１４，

p＜．０１）。「発表発言不安」と「自己顕示

性」との間に比較的強い負の相関が見られ

た（r＝－．４０３，p＜．０１）。「親しくはない

相手不安」と「異性への不安」，「会話のな

い不安」，「目上への不安」との間には比較

的強い正の相関が見られた（異性への不安

r＝．５３２，p＜．０１，会 話 の な い 不 安r

＝．５５２，p＜．０１，目上への不安r＝．６１２，

p＜．０１）。「異性への不安」と「会話のな

い不安」，「目上への不安」との間には比較

的強い正の相関が見られた（会話のない不

安r＝．５０５，p＜．０１，目 上 へ の 不 安r

＝．６４４，p＜．０１）。「会話のない不安」と

「目上への不安」との間には比較的強い正

の相関が見られた（r＝．６２４，p＜．０１）

（表１）。

２）欲しいきょうだい構成と対人不安及び

自己顕示性の分散分析

� 出生順による検討

出生順位（第一子，中間子，末っ子，一

人っ子）によって対人不安（５つの不安因

子）および自己顕示性に差が見られるか検

討した（一元配置の分散分析）。

その結果，出生順位による対人不安下位

尺度および自己顕示性の平均値の差は見ら

れなかった。

� きょうだい構成の男女差による検討

きょうだい構成の男女差によって対人不

安（５つの不安因子）および自己顕示性に

差が見られるか検討した（一元配置の分散

分析）。

その結果，きょうだい構成の男女差によ

る対人不安下位尺度および自己顕示性の平

均値の差は見られなかった。

� 欲しいきょうだいによる検討

欲しいきょうだい構成（兄，姉，弟，

妹）の差によって対人不安（５つの不安因

子）および自己顕示性に差が見られるか検

討した（一元配置の分散分析）。ただし，

今回は複数回答，無回答の人を除く７６人で

検討した。

その結果，「異性への不安」（F（３，７２）

＝４．１１，p＜．０１），「会話のない不安」（F

（３，７２）＝５．０４，p＜．０１），「目 上 へ の 不

安」（F（３，７２）＝３．８１，p＜．０５）で あ っ

た。「発表発言不安」については１０％水準

で有意傾向が見られた。「異性への不安」

「会話のない不安」については，１％水準

で有意差がみられた。また，「目上への不

安」については，５％水準で有意差がみら

れた。

Turkey法による多重比較の結果，「異性

への不安」では，兄あるいは姉を欲しいと

言っている人に比べて，弟を欲しいと言っ

ている人の方が，不安が高かった。「会話

表１ 対人不安及び自己顕示性の相関

発言不安
親しくはない
相手不安

異性への不安 会話のない不安 目上への不安 自己顕示性

発言不安
親しくはない相手不安
異性への不安
会話のない不安
目上への不安
自己顕示性

－ ．５３＊＊（N＝９８）
－

．４２＊＊（N＝９８）
．５３＊＊（N＝９９）

－

．４４＊＊（N＝９８）
．５５＊＊（N＝９９）
．５１＊＊（N＝９９）

－

．５１＊＊（N＝９７）
．６１＊＊（N＝９８）
．６４＊＊（N＝９８）
．６２＊＊（N＝９８）

－

－．４０＊＊（N＝９４）
－．１８（N＝９５）
－．１２（N＝９５）
．０４（N＝９５）
－．０７（N＝９４）
－

＊＊p＜．０１
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のない不安」，「目上への不安」では，兄あ

るいは姉を欲しいと言っている人に比べ

て，弟を欲しいと言っている人の方が不安

が高く，また，妹を欲しいと言っている人

に比べて，弟を欲しいと言っている人の方

が不安が高かった（表２）。

４．考察

１）相関係数

「発表発言不安」は，すべての因子に比

較的強い相関が見られた。また，５つの対

人不安（発表発言不安，親しくはない相手

不安，異性への不安，会話のない不安，目

上への不安）は強いほど自己顕示性はマイ

ナスに強くなっていた。これは，不安が強

いため，自己顕示性もよりマイナスに強く

なってしまうのだろう。また，「欲しいき

ょうだい」と「異性への不安」に弱い相関

が見られた。不安の強さによって欲しいき

ょうだいが変わるのだろう。

２）欲しいきょうだい構成と対人不安及び

自己顕示性の関係

きょうだい構成の出生順位や男女差につ

いて，僅かに差が出たものの，対人不安

（５つの不安因子）および「自己顕示性」

に有意差は見られなかった。

表２ 欲しいきょうだい，対人不安及び自己顕示性との差の検討

分散分析の結果

N 平均値 SD F値（df） 多重比較

発言不安 兄
姉
弟
妹

４１
２８
４
３

１５．９
１７．４４
２２．２５
１６

４．３１７
５．２７２
２．３６３
６．０８３

２．５０４ n.s.

親しくはない相手不安 兄
姉
弟
妹

４１
２８
４
３

１７．６６
１９．３９
２３．７５
１８．３３

４．３４５
６．２３２
４．１９３
３．７８６

２．０３８ n.s.

異性への不安 兄
姉
弟
妹

４１
２８
４
３

１１．６３
１３．１８
１８．２５
１４

３．８３９
３．８９７
２．３６３
４．５８３

４．１０５＊＊ 兄＜弟

会話のない不安 兄
姉
弟
妹

４１
２８
４
３

１１．０７
１１．７５
１８
１１

３．１３４
３．７７７
１．４１４
５．２９２

５．０４＊＊

姉＜弟
弟＜妹

兄＜弟

目上への不安 兄
姉
弟
妹

４１
２８
４
３

８．８５
９．７１
１３．５
７．６７

２．４２４
３．３６５
１．７３２
３．５１２

３．８０９＊

姉＜弟
弟＜妹

兄＜弟

自己顕示性 兄
姉
弟
妹

４１
２８
４
３

１９．５４
１８．３
１６．７５
２３．６７

５．１０９
５．２３２
３．５
２．０８２

１．４４１ n.s.

＊＊p＜．０１，＊p＜．０５
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欲しいきょうだいでは，「異性への不

安」「会話のない不安」「目上への不安」に

ついては，５％水準で有意差が見られた。

「異性への不安」では，兄・姉と弟の間に

差が見られた。「会話のない不安」と「目

上への不安」では，兄・姉・妹と弟との間

に，それぞれ有意差が見られた。全体を通

して，「弟が欲しい」と答えた人がより不

安が高いことが分かった。このことによ

り，仮説２の一部が実証された。

不安が高い人は，その不安を解消するた

めに，自分が優位に立てる年下を欲しがる

のだろう。同じ年下の妹ではなく弟が欲し

いと答えた人が，より不安が高かった。こ

れは，無意識的に女性より男性の方が上だ

と考えてしまっているからではないだろう

か。

５．今後の課題

全体的に，対人不安が高い人は弟を欲し

がるという結果が得られたが，きょうだい

構成自体では，大きな有意差は見られなか

った。今回は，女子大学の在学生を対象に

調査を行ったため，同年代の女性の結果し

か得られておらず，有意差が見られなかっ

たと考えられる。そのため，男性に調査を

行った場合，異なる結果が得られると推測

される。また，欲しかったきょうだいの数

にばらつきがあり，等質なデータとは言え

ないため，今後のデータの取り方を検討す

る必要がある。

また，自己顕示性が高い人ほど状況別対

人不安が低くなるという仮説は実証されな

かったが，これは分析に十分なデータ数が

得られなかった可能性も考えられるため，

十分なデータ数を集めて再度検討する必要

がある。

引用文献

福島 治（２０１０）．「家庭の人間関係」相川

充・高井次郎（編著）『コミュニケー

ションと対人関係』pp．２１２―２３０ 誠

信書房

依田明・深津千賀子（１９６３）．出生順位と

性格 日本心理学会第１１集（４）２３９―

２４６．

松尾直博・新井邦二郎（１９８８）．児童の対

人不安傾向と公的自己意識，対人的自

己効力感との関係 教育心理学研究

４６（１），２１―３０．

毛利伊吹・丹野義彦（２００１）．「状況別対人

不安尺度」堀洋道監修 松井豊・宮本

聡介編者（２０１１）『心理測定尺度集

�』 pp．２４３―２４９ サイエンス社．

白佐俊憲（２００６）．きょうだい研究の動向

と課題 日本児童研究所（編）『児童

心理学の進歩２００６年版』pp．５７―８４．

金子書房

柳 井 晴 夫・柏 木 繁 男・国 生 理 枝 子

（１９８７）．「新性格検査」 堀洋道監修

山本眞理子編者（２０１１） 『心理測定

尺度集�』 pp．１１４―１２２ サイエン

ス社．

－ 43－


